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意見・要望

TOPICS 水族館の誘致について

私の公約では、公立の水族館では
なく民間主導の水族館の誘致を
掲げており、以下のような次世代
型の施設を提案したいと考えてい
ます。

○最新のテクノロジーを駆使し、
例えばデジタル映像の海洋動物
たちが回遊するデジタルアートの
ような体験を楽しめるショーを開
催する。動物愛護の観点から、野
生動物を捕獲し実物にパフォーマ
ンスをさせるイルカショーなどは
行わない。

○SDGsの観点も取り入れて、昔
の自然豊かな千葉の海が高度経
済成長期を経て埋め立てられ、ど
のように変化し、そしてそれが環
境に対してどのような影響を及ぼ
したのかなど、東京湾や千葉市の
海岸の歴史や環境問題を学ぶこと
ができる。

すみからの提案

前回の統一地方選挙にて、私は、千葉市美浜区に民間の水族館を誘致した
い旨を公約として掲げ、5400票の区民の皆様のご支持を得て市議会議員

に当選をさせて頂きました。当選以来、私のホームページにもその公約を載せ
ております。

　千葉県唯一の水族館である鴨川シーワールドには、私自身、子供の頃から何度
も訪れており、私の子供も小さいときによく連れて行きましたが、駐車場では多く
の県外ナンバーの車を見かけ、休日や祝日は大変混み合います。鴨川市にとっては
大きな観光資源であり、地元のホテルや飲食店などに対する経済効果も計り知れ
ません。
　千葉市の幕張新都心に民間の水族館を誘致することにより、動物園に加え、市
民にとっての新たな憩いの場ができ、大変喜ばれるでしょう。また、持続可能な集
客施設として、市外からも多くの来訪者が集まることが予想され、コロナ禍で打撃
を受けている同地区のホテルや商店街などにとっても魅力があることだと考えま
す。
　そしてこの度、令和4年5月12日付の千葉日報の記事で、「幕張新都心に水族
館を　市民有志ら誘致活動」との記事が載っておりました。
　そこでお伺いいたします。

1.幕張新都心に水族館誘致の動きがあるが市は把握しているのか。
2.仮に本市に水族館が誘致された際に見込まれる効果はどのように考えるか。
3.幕張新都心への水族館誘致に対して、本市としてどのように考えているのか。

　近隣の神奈川県には八景島シーパラダイスや新江の島水族館などがありま
すが、千葉県には鴨川シーワールドしか水族館がありません。
　私は、公約として千葉市美浜区への水族館の誘致を掲げさせていただいて
おります。水族館は、本市のアイデンティティである海辺とも結びつき、観光資
源にもなり、将来的には市の宝になる施設だと考えております。
　千葉市には、いなげの浜・検見川の浜・幕張の浜の3つの人工海浜があり、
総延長は約4.3kmに及び、日本一の長さを誇ります。しかし、そのことは千葉
市民にさえあまり知られていません。美浜区に水族館ができることで、千葉市
の持っている資源、自然の良さ、そして日本一の長さを誇る人工海浜につい
て、全国の方に知ってもらえると考えております。東京湾や千葉市の海辺の海
洋生物の生態が勉強できるような水族館があれば、観光、教育の観点からも
素晴らしいのではないでしょうか。
　是非とも、水族館の誘致に関しまして、前向きに協力をして頂きたいと考え
ます。

A 1.本年2月9日に、幕張新都心ホテル協議会の構成員6者の連名で、市長あ
ての文書が提出されており、年間を通じて安定した集客が見込める観光施設

として、水族館の誘致について検討することを要望する内容となっております。

2.水族館は海をイメージさせる観光施設であり、海辺にも視線が向けられること
で本市の都市アイデンティティとしての魅力の発信ができます。本市の認知度向
上を図れるほか、来訪者の増加による市内消費の喚起、地域の活性化などの効果
が見込まれるものと考えます。

3.本年8月に策定した「幕張新都心まちづくり将来構想」において、幕張新都心が
誇る緑・公園・海といった資源の有効活用や、まちの集客力・発信力を高め交流人
口を増やすことを取組方針に位置付けております。
　水族館の誘致が実現すれば、更なるまちの魅力向上につながるものと考えられ
ますが、ノウハウ及び経営能力を有する民間事業者による整備・運営が適切であ
ると認識しており、事業計画の具体化など今後の動向を注視して参ります。


